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平
成
24
年
鹿
島
市
議
会

　

９
月
定
例
会
会
期
日
程

１
．
会
期

　

自　

平
成
24
年
９
月
７
日

　

至　

平
成
24
年
９
月
28
日

２
．
日
程

【
９
月
】

７
日
・
開
会

　
　

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　

・
会
期
の
決
定

　
　

・
議
案
の
一
括
上
程

　
　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

８
日
・
休
会

９
日
・
休
会

10
日
・
休
会
（
議
案
研
究
）

11
日
・
休
会
（
議
案
研
究
）

12
日
・
休
会
（
議
案
研
究
）

13
日
・
議
案
審
議

14
日
・
議
案
審
議

15
日
・
休
会

16
日
・
休
会

17
日
・
休
会

18
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
水
道
現
地
調
査
）

19
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
水
道
事
業
会
計
）

20
日
・
休
会
（
議
案
整
理
）

21
日
・
一
般
質
問

22
日
・
休
会

23
日
・
休
会

24
日
・
一
般
質
問

25
日
・
一
般
質
問

26
日
・
休
会
（
議
案
整
理
）

27
日
・
休
会
（
議
案
整
理
）

28
日
・
委
員
長
報
告
、
議
案
審
議

　
　

・
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　

・
閉
会

⑴
報
告
第
８
号　

専
決
処
分

事
項
の
報
告
に
つ
い
て

（
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
の
賠
償
）

⑵
報
告
第
９
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
土
地
開
発
公
社

決
算
に
つ
い
て

⑶
報
告
第
10
号　

平
成
24
年

度
鹿
島
市
土
地
開
発
公
社

事
業
計
画
変
更
に
つ
い
て

⑷
議
案
第
38
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
水
道
事
業
会
計

剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算

認
定
に
つ
い
て

⑸
議
案
第
39
号　

鹿
島
市
立

保
育
所
み
ど
り
園
の
設
置

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
に
つ
い
て

⑹
議
案
第
40
号　

議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

⑺
議
案
第
41
号　

鹿
島
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

九
月
定
例
会

議

　
　案

九
月
定
例
会

議

　
　案

議案第38号 平成２３年度鹿島市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

議案第39号 鹿島市立保育所みどり園の設置に関する条例を廃止する条例について

議案第40号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について

議案第41号 鹿島市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

議案第42号 鹿島市休日こどもクリニック設置条例の一部を改正する条例について

議案第43号 鹿島市伝統的建造物群保存地区における建築基準法の防火上の制限に関する条例の一部を改正する条例について

議案第44号 平成２４年度鹿島市一般会計補正予算（第２号）について

議案第45号 平成２４年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

議案第46号 平成２４年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

議案第47号 平成２４年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)について

議案第48号 財産の譲与について

議案第49号 財産の無償貸付について

議案第50号 字の区域の変更について

議案第51号 平成２３年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について

議案第52号 平成２３年度鹿島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第53号 平成２３年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第54号 平成２３年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第55号 平成２３年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

議案第56号 平成２３年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について

議案第57号 鹿島市監査委員の選任について

議員提案 中西議長の不信任の動議

次の事を審議し決定しました 中
村  

一
尭

稲
富  

雅
和

勝
屋  

弘
貞

竹
下  

　勇

⻆
田  

一
美

伊
東  

　茂

松
尾  

勝
利

松
本  
未
治

光
武  

　学

徳
村  

博
紀

福
井  

　正

水
頭  

喜
弘

橋
爪  

　敏

松
尾  

征
子

橋
川  

宏
彰

中
西  

裕
司

採  決  結  果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 認　定

○・・・賛成  ×・・・反対　退・・・退席　欠・・・欠席　除・・・除斥 （議案に利害関係を有するため審議に参加できない）　※・・・（監査委員のため審議に参加できない）

【9月定例会】
議長
代理

同上

○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 賛成多数 原案可決○

同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 賛成多数 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 賛成多数 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○

決算審査特別委員会を設置し付託

〃

〃

〃

〃

〃

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

議長
代理○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ × ○ ○

○ × 退 × × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○

賛成多数 原案同意×
同上 賛成多数 原案可決除
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⑻
議
案
第
42
号　

鹿
島
市
休

日
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

⑼
議
案
第
43
号　

鹿
島
市
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
お
け
る
建
築
基
準
法
の

防
火
上
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

（10）
議
案
第
44
号　

平
成
24
年

度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

（11）
議
案
第
45
号　

平
成
24
年

度
鹿
島
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（12）
議
案
第
46
号　

平
成
24
年

度
鹿
島
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

（13）
議
案
第
47
号　

平
成
24
年

度
鹿
島
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

（14）
議
案
第
48
号　

財
産
の
譲

与
に
つ
い
て

（15）
議
案
第
49
号　

財
産
の
無

償
貸
与
に
つ
い
て

（16）
議
案
第
50
号　

字
の
区
域

の
変
更
に
つ
い
て

（17）
議
案
第
51
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

（18）
議
案
第
52
号　

平
成
23
年

鹿
島
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

（19）
議
案
第
53
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
谷
田
工
場
団
地

造
成
・
分
譲
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

（20）
議
案
第
54
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

（21）
議
案
第
55
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

（22）
議
案
第
56
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
給
与
管
理
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

（23）
議
案
第
57
号　

鹿
島
市
監

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

⑴
中
西
議
長
の
不
信
任
の
動
議

⑵
議
長
の
選
挙

⑶
副
議
長
の
選
挙

⑷
議
席
の
変
更

⑸
議
会
運
営
委
員
の
変
更

⑹
特
別
委
員
会
委
員
の
変
更

議案第38号 平成２３年度鹿島市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

議案第39号 鹿島市立保育所みどり園の設置に関する条例を廃止する条例について

議案第40号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について

議案第41号 鹿島市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

議案第42号 鹿島市休日こどもクリニック設置条例の一部を改正する条例について

議案第43号 鹿島市伝統的建造物群保存地区における建築基準法の防火上の制限に関する条例の一部を改正する条例について

議案第44号 平成２４年度鹿島市一般会計補正予算（第２号）について

議案第45号 平成２４年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

議案第46号 平成２４年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

議案第47号 平成２４年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)について

議案第48号 財産の譲与について

議案第49号 財産の無償貸付について

議案第50号 字の区域の変更について

議案第51号 平成２３年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について

議案第52号 平成２３年度鹿島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第53号 平成２３年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第54号 平成２３年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第55号 平成２３年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

議案第56号 平成２３年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について

議案第57号 鹿島市監査委員の選任について

議員提案 中西議長の不信任の動議

次の事を審議し決定しました 中
村  

一
尭

稲
富  

雅
和

勝
屋  

弘
貞

竹
下  

　勇

⻆
田  

一
美

伊
東  

　茂

松
尾  

勝
利

松
本  

未
治

光
武  

　学

徳
村  

博
紀

福
井  

　正

水
頭  

喜
弘

橋
爪  

　敏

松
尾  

征
子

橋
川  

宏
彰

中
西  

裕
司

採  決  結  果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 認　定

○・・・賛成  ×・・・反対　退・・・退席　欠・・・欠席　除・・・除斥 （議案に利害関係を有するため審議に参加できない）　※・・・（監査委員のため審議に参加できない）

【9月定例会】
議長
代理

同上

○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 賛成多数 原案可決○

同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 賛成多数 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 賛成多数 原案可決○
同上○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成全員 原案可決○

決算審査特別委員会を設置し付託

〃

〃

〃

〃

〃

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

議長
代理○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ × ○ ○

○ × 退 × × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○

賛成多数 原案同意×
同上 賛成多数 原案可決除

議
員
提
案
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中
西　

裕
司  

議
員

　

企
業
会
計
の
経
営
指
標
は

健
全
で
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

付
帯
意
見
と
し
て
。
公
営

企
業
法
の
改
正
で
剰
余
金
の

処
分
は
自
由
処
分
で
き
る
が

議
会
の
議
決
が
必
要
と
さ
れ

る
。
処
分
の
議
決
と
認
定
の

議
決
で
は
そ
の
効
果
が
異
な

る
。
効
果
の
異
な
る
法
律
行

⻆
田　

一
美  

議
員

問
一　

貸
借
対
照
表
に
計
上

の
有
形
固
定
資
産
に
建
設
仮

勘
定
と
し
て
約
36
億
６
千
９

百
万
円
計
上
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
本
勘

定
に
移
し
減
価
償
却
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
今
後
の
事

業
損
益
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
か
。

答
弁　

中
木
庭
ダ
ム
使
用
権

為
を
一
議
案
で
提
出
さ
れ
る

が
。
再
考
を
。

　

９
月
７
日
付
市
長
あ
て

「
市
監
査
委
員
罷
免
の
お
願

い
に
つ
い
て
」
が
９
名
で
提

出
。
決
算
審
査
を
審
議
拒
否

す
る
旨
。
市
民
生
活
に
直
接

影
響
す
る
議
案
審
議
は
最
優

先
課
題
。
自
ら
の
権
利
を
放

棄
す
る
行
為
は
許
さ
れ
な
い
。

議
会
制
民
主
主
義
の
否
定
。

関
係
の
、
み
な
し
資
産
に
つ

い
て
は
、
会
計
処
理
方
法
の

変
更
に
よ
り
圧
縮
で
き
る

分
を
除
き
、
耐
用
年
数
55

年
間
、
毎
年
費
用
と
し
て

２
千
９
百
36
万
４
千
円
を
減

価
償
却
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
今
後
の
水
道
事
業
損
益

に
大
き
く
影
響
す
る
の
で
処

理
方
法
を
説
明
し
相
談
し
て

い
く
。

議
案
審
議

議
案
第
38
号

平
成
23
年
度
鹿
島
市
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の

処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て
　（賛
成
討
論
）

議
案
第
39
号

鹿
島
市
立
保
育
所
み
ど
り
園
の
設
置
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
44
号

青
少
年
育
成
に
つ
い
て

議
案
第
38
号

平
成
23
年
度
鹿
島
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

松
尾　

征
子  

議
員

財
政
的
理
由
で
保
育
園
の
民

営
化
は
許
せ
な
い

質
問　

年
間
二
千
五
百
万
円

の
財
源
を
捻
出
す
る
為
に
子

ど
も
を
犠
牲
に
し
て
の
民
営

化
は
許
せ
な
い
。
関
係
者
特

に
地
元
住
民
に
十
分
説
明
を

し
て
意
見
を
聞
く
こ
と
を

言
っ
て
き
た
が
、
地
域
で
も

区
長
は
じ
め
、
主
な
役
付
き

の
人
だ
け
に
終
わ
っ
た
。
鹿

勝
屋　

弘
貞  

議
員

質
問　

青
少
年
育
成
と
い
う

点
で
、
柔
道
・
剣
道
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技

に
お
い
て
、
自
分
の
時
間
を

割
き
、
手
弁
当
で
指
導
に
当

た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
競

技
に
よ
っ
て
違
う
と
は
思
う

が
、
ラ
イ
セ
ン
ス
や
資
格
が

な
い
と
、
審
判
や
引
率
・
監

督
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
毎
年
受
講
し
更
新
し

島
市
の
宝
、
子
ど
も
た
ち
を

育
て
る
た
め
に
金
を
か
け
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
業
者
の
選
考
に
つ
い

て
も
選
考
結
果
を
議
会
に
報

告
す
る
よ
う
に
言
っ
た
が
こ

れ
も
な
か
っ
た
。
公
的
に
厳

し
い
運
営
が
民
間
に
な
っ
て

や
っ
て
い
け
る
保
証
は
な
い
。

答
弁　

地
域
、
関
係
者
な
ど

協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も

あ
る
。
受
講
料
等
の
補
助
は

で
き
な
い
も
の
か
。

答
弁　

現
状
が
わ
か
ら
な
い

の
で
、
状
況
を
調
べ
て
み
る

が
、
個
人
的
な
ラ
イ
セ
ン
ス

や
資
格
に
関
し
て
の
助
成
と

い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
、

対
応
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

議
案
第
44
号

漁
港
海
岸
漂
着
ゴ
ミ
対
策
事
業
に
つ
い
て

中
村　

一
尭  

議
員

質
問　

今
回
、
北
部
九
州
豪

雨
災
害
で
流
れ
着
い
た
漂
流

ゴ
ミ
の
処
理
委
託
の
予
算
を

と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
漂
着

ゴ
ミ
の
総
量
や
処
分
・
処
理

方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？
ま
た
有
明
海
沿
い
の
市

町
で
連
携
体
制
を
整
え
て
、

処
理
を
行
っ
て
欲
し
い
が
、

ど
う
か
？

答
弁　

鹿
島
市
が
管
理
し

て
い
る
漁
港
海
岸
に
流
れ

着
い
た
木
片
、
ゴ
ミ
等
は

１
２
０
０
㎥
と
想
定
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
チ
ッ
プ
化
な

ど
の
再
資
源
で
き
る
ゴ
ミ
と

現
場
で
焼
却
で
き
る
ゴ
ミ
が

８
０
０
㎥
あ
り
、
そ
の
他
の

ゴ
ミ
は
杵
藤
地
区
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
処
理
を
行
っ
て

い
る
。
有
明
海
沿
い
の
市
町

と
の
連
携
は
で
き
て
い
な
い
。

樋口市長答弁



議 

案 

審 

議

5

福
井　

正  

議
員

質
問　

議
案
第
44
号
一
般
会

計
補
正
予
算
災
害
対
策
費
危

機
管
理
セ
ン
タ
ー
基
本
設
計

業
務
委
託
料
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
構
想
の
基
本
設
計
委
託

料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
危

機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
入
る
施

設
と
規
模
は
。
建
設
場
所
は

ど
こ
か
。
市
役
所
近
辺
に
建

設
す
る
と
し
て
用
地
は
充
分

か
。
民
有
地
購
入
が
あ
る
か
。

稲
富　

雅
和  

議
員

質
問　

東
部
中
防
球
ネ
ッ
ト

設
置
事
業
で
、
当
初
予
算
に

も
計
画
さ
れ
ず
、
基
金
よ
り

と
な
っ
て
い
る
。
安
全
に
通

学
す
る
為
に
は
整
備
が
必
要

だ
が
今
回
緊
急
を
よ
う
す
る

も
の
が
あ
っ
た
の
か
質
問
し

ま
す
。

答
弁　

当
初
予
算
に
は
上

が
っ
て
な
く
、
６
月
に
確
認
、

徳
村　

博
紀  

議
員

質
問　

防
犯
カ
メ
ラ
を
学
校

敷
地
内
に
設
置
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
何
か
し
ら
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
件
が

発
生
し
た
の
か
。
ま
た
西
部

中
学
校
に
お
い
て
は
緊
急
雇

用
対
策
で
雇
用
さ
れ
て
い
た

警
察
官
Ｏ
Ｂ
が
、
現
在
配
置

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
件
に

つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

夜
間
外
部
か
ら
侵
入

し
、
数
回
に
わ
た
り
窓
ガ
ラ

ス
が
割
ら
れ
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
警
察
に
連
絡
を
し
、

答
弁　

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

に
は
消
防
団
本
部
、
災
害
対

策
本
部
。
上
下
水
道
課
、
県

総
合
庁
舎
移
転
等
防
災
に
関

す
る
施
設
を
考
え
て
い
る
。

建
物
の
規
模
は
５
階
建
て
程

度
。
用
地
は
市
役
所
に
隣
接

す
る
土
地
。
民
有
地
購
入
は

今
の
所
考
え
て
い
な
い
。

現
場
の
作
業
場
の
所
に
は
か

な
り
の
ボ
ー
ル
の
跡
が
あ
っ

た
。
以
前
か
ら
要
求
が
あ
り

今
後
考
え
て
い
く
と
返
事
し

て
い
た
が
、
改
築
設
計
予
算

の
落
札
下
が
出
て
、
す
ぐ
に

対
応
し
な
く
て
は
と
い
う
判

断
を
だ
し
た
。

対
策
を
取
っ
て
い
る
。
警
察

官
Ｏ
Ｂ
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

他
市
町
で
は
県
の
補
助
金
で

配
置
し
た
り
、
市
単
独
の
財

源
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
当
市
に
お
い
て
は
、

現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

議
案
第
44
号

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

議
案
第
44
号

東
部
中
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
事
業
に
つ
い
て

議
案
第
44
号

西
部
中
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
に
つ
い
て

議
案
第
44
号

漁
港
海
岸
漂
着
ゴ
ミ
対
策
事
業
に
つ
い
て

伊
東　

茂  

議
員

質
問　

７
月
、
北
部
九
州
豪

雨
に
よ
り
大
漁
の
ゴ
ミ
が
市

内
漁
港
に
漂
着
し
た
。
漁
業

者
・
漁
協
の
協
力
を
得
て
処

理
を
進
め
て
頂
い
た
が
陸
に

揚
げ
た
ゴ
ミ
を
運
搬
・
処
分

す
る
ま
で
重
機
の
手
配
、
処

分
場
な
ど
手
間
取
る
結
果
と

な
っ
た
。
こ
こ
数
年
の
突
発

的
豪
雨
の
発
生
を
考
え
る
と

当
初
予
算
の
漁
港
管
理
費
に
、

災
害
対
策
費
の
計
上
と
漁
業

協
同
組
合
と
の
災
害
協
定
を

結
ぶ
必
要
性
を
強
く
感
じ
る

が
対
策
は
？

答
弁　

突
発
的
な
災
害
時
の

費
用
は
従
来
通
り
予
備
費
で

補
填
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
漁
協
と
は
今
後
、
災
害

時
の
取
り
組
み
体
制
に
つ
い

て
覚
書
を
す
る
。
ま
た
、
市

内
建
設
業
協
会
・
建
設
業
防

災
協
力
会
と
漁
港
災
害
に
関

し
て
協
定
書
を
締
結
し
て
い

る
。

江島教育長答弁
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中
西　

裕
司  

議
員

質
問　

市
の
資
金
繰
り
は
大

丈
夫
か
。
国
の
赤
字
国
債
法

案
の
未
審
議
に
よ
り
国
か
ら

の
交
付
金
等
の
交
付
は
通
常

通
り
施
行
さ
れ
る
の
か
。
心

配
な
い
の
か
。
他
の
団
体
等

は
銀
行
か
ら
の
資
金
調
達
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
前

年
度
は
基
金
の
取
り
く
ず
し

等
の
一
時
運
用
も
あ
る
。
地

橋
爪　

敏  

議
員

質
問　

青
年
就
農
給
付
金
が

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
鹿
島

で
は
何
人
の
申
請
が
あ
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の

後
継
者
対
策
は
。

答
弁　

今
現
在
で
の
給
付
金

対
象
者
は
４
組
５
人
と
見
込

ん
で
い
る
。
後
継
者
対
策
に

つ
い
て
は
、
５
年
後
・
10
年

後
の
地
域
農
業
を
ど
う
す
る

か
、
地
区
で
話
し
合
っ
て
も

ら
い
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

方
自
治
体
へ
の
し
わ
寄
せ
は

あ
っ
て
は
な
ら
ず
国
の
責
任

で
は
。

答
弁　

９
月
の
交
付
金
は
入

金
済
で
当
分
心
配
は
な
い
。

そ
の
後
は
不
透
明
。
基
金
の

運
用
で
資
金
調
達
を
行
い
市

民
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
す
る
。
銀
行
借
り
入
れ
も

考
え
ら
れ
る
が
。
市
民
の
不

安
は
解
消
で
き
る
。

作
成
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

て
お
り
、
地
域
農
業
の
担
い

手
の
選
定
も
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
鹿
島
市

の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
外

か
ら
転
入
し
て
新
規
就
農
さ

れ
る
方
に
対
し
生
活
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
研
修
生
を
受

け
入
れ
る
先
進
農
家
に
対
し

て
も
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
様
々
な
対
策
に
取
り

組
み
、
後
継
者
の
育
成
に
努

め
た
い
。

議
案
第
44
号

市
の
資
金
に
つ
い
て

議
案
第
44
号

青
年
就
農
給
付
金
に
つ
い
て

　平成 24 年４月 16 日に中西議長含む６名の議員が、市が委託及び許可を出している特定の業
者とお酒を含む高額な飲食を共にした、勉強会及び懇親会を嬉野市内の観光ホテルにて行って
いた事が７月６日付けの西日本新聞の記事によって明らかになった。
　記事によれば１人あたりの飲食費約１万円だったが、各議員は会費３千円を支払い残りは業
者が負担した。後日、不適切ではないかと批判を受け、当日、出席した議員の一人が選挙管理
委員会に問い合わせたところ公職選挙法に抵触する可能性があるとわかり、６人は約一ヶ月後
の５月 16 日、飲食代の不足分として１人約７千円を業者側に支払った。
　議員の職責とは鹿島市の議会基本条例第 20 条及び、鹿島市議会倫理綱領に「特定の利益を
求めず」「議員は厳正公平を旨とし」と明記してある。特定の業者とお酒を伴った高額な飲食
を共にし、疑念を抱かれる行為は倫理綱領を遵守しているとは到底思えない行動であり、この
ような行動は今後、議員汚職の温床ともなりかねない。市民への多大なる信用失墜と議会を混
乱させたことも加え、議長においては極めて道義的責任が重いと言わざるをえない。よってこ
こに中西議長不信任の動議を提出する。

松
本　

末
治  

議
員

質
問　

農
林
水
産
業
費　

漁

港
海
岸
漂
着
ご
み
緊
急
対
策

事
業
経
費
早
々
の
対
応
感
謝

し
ま
す
。
今
回
は
７
月
の
九

州
北
部
豪
雨
災
害
の
山
林
河

川
の
ゴ
ミ
が
、
有
明
海
沿
岸

に
漂
着
し
『
海
苔
の
養
殖
時

期
』
を
直
前
に
し
、
船
の
航

行
に
も
支
障
が
出
る
状
況
で
、

県
下
で
は
８
月
４
日
、
20
日

と
一
斉
作
業
が
実
施
さ
れ
た
。

漁
協
七
浦
支
所
で
は
７
月
23

〜
25
日
と
自
主
的
な
対
応
が

な
さ
れ
、
重
機
等
多
く
の
費

用
を
要
し
、
又
船
外
機
等
の

事
故
修
理
の
費
用
も
で
て
い

る
。
市
と
し
て
万
全
の
費
用

対
応
を
願
う
。

答
弁　

重
機
の
費
用
は
全
額

対
応
す
る
。
修
理
費
用
に
つ

い
て
は
協
議
を
し
、
対
応
す

る
。

議
案
第
44
号

漁
港
海
岸
漂
着
ゴ
ミ
対
策
事
業
に
つ
い
て

「中西議長不信任」の動議

提出日　平成24年9月7日
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一
般
質
問

松
尾  

征
子  

議
員

質
問
一 

青
年
か
ら
「
蟻
尾

山
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
を
」
と
の
要
求
が
届
い
て

い
る
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
競
技
人
口
が
急

質
問
二 

政
府
は
、
「
原
発

０
を
可
能
に
す
る
」
と
い
う

閣
議
決
定
を
見
送
っ
た
。
県

は
30
㎞
圏
内
に
見
直
す
と

言
っ
て
い
る
。
訓
練
の
時
は

鹿
島
市
の
方
向
に
風
が
流
れ

た
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。
50

㎞
圏
内
の
鹿
島
市
に
も
ヨ
ウ

素
剤
の
配
備
を
要
求
す
べ
き
。

答
弁　

県
は
原
発
か
ら
30
㎞

増
し
て
い
る
。
鹿
島
市
に
も
、

蟻
尾
山
公
園
の
駐
車
場
を
利

用
し
て
で
も
施
設
を
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
利
用
者
と

管
理
者
と
の
ル
ー
ル
が
明
確

で
は
な
か
っ
た
。
事
故
、
利

用
時
間
、
騒
音
な
ど
ル
ー
ル

を
図
る
こ
と
が
必
要
。
愛
好

者
あ
っ
て
協
議
を
進
め
た
い
。

安
全
面
、
地
域
へ
の
騒
音
等
、

ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
意
見

を
聞
く
場
を
作
り
た
い
。

内
に
今
年
中
に
配
備
を
完
了

す
る
と
言
っ
て
い
る
。
県
は

デ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
事
故

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
い
る
。
鹿
島
市
は
圏
外
だ

が
風
向
き
に
よ
っ
て
は
被
害

も
想
定
で
き
る
。
よ
り
近
い

所
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
備
蓄

し
て
も
ら
う
よ
う
に
要
求
し

て
い
き
た
い
。

蟻
尾
山
球
場
公
園
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を

原
発
対
策
と
し
て
安
定

ヨ
ウ
素
剤
の
配
備
を

小
中
学
生
の
健
康
対
策

福
井　

正  

議
員

質
問
一　

学
校
に
お
け
る
い

じ
め
対
策

　

滋
賀
県
大
津
市
や
鹿
児
島

県
等
で
い
じ
め
に
よ
る
自
殺

が
起
き
た
。
私
の
家
族
も
、

小
中
学
校
で
い
じ
め
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
。
心
に
傷
を

受
け
、
立
ち
直
る
の
に
20
数

年
の
年
月
が
か
か
っ
た
。
い

じ
め
に
対
し
て
鹿
島
市
教
育

質
問
二　

８
月
30
日
の
子
供

議
会
で
、
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
の
提
言
が

あ
っ
た
。
最
近
の
温
暖
化
で

教
室
内
の
温
度
が
上
昇
し
て

い
る
。
勉
強
の
効
率
も
落
ち

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
し
て
、
Ｈ
Ｋ
細
胞
活
性
化

乳
酸
飲
料
摂
取
が
有
田
町
で

劇
的
化
効
果
が
あ
っ
た
、
こ

れ
ら
の
健
康
対
策
に
鹿
島
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

答
弁　

エ
ア
コ
ン
は
考
え
て

い
る
。
Ｈ
Ｋ
細
胞
活
性
化
乳

酸
飲
料
は
、
給
食
と
し
て
は

考
え
て
い
な
い
。

委
員
会
や
学
校
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
っ
て
き
た
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
嬉
野

市
や
多
久
市
の
い
じ
め
対
策

専
門
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
の

か
。

答
弁　

い
じ
め
だ
け
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
行
っ
て
い
な
い
が

学
校
生
活
全
体
に
つ
い
て
の

調
査
は
行
っ
た
。
い
じ
め
対

策
専
門
チ
ー
ム
は
考
え
て
い

な
い
。
い
じ
め
に
は
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
で
対
応

し
て
い
る
。

鹿
島
市
の
教
育
、安
全
で
安
心
し
て
通
え
る
学
校
を
目
指
し
て

勝
屋　

弘
貞  

議
員

質
問
一　

鹿
島
市
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
中
小
企
業
だ

が
、
取
り
巻
く
環
境
は
こ
れ

ま
で
に
な
く
厳
し
い
状
況
下

に
あ
る
。
国
で
は
、
中
小
企

業
憲
章
が
閣
議
決
定
さ
れ
全

面
支
援
を
宣
言
し
た
が
、
市

で
は
、
地
元
で
頑
張
っ
て
い

る
中
小
企
業
と
の
関
わ
り
方

を
明
確
に
す
る
た
め
、
鹿
島

市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

（
仮
称
）
を
制
定
す
る
と
い

う
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

中
小
企
業
の
位
置
付

け
の
確
立
、
相
互
の
連
携
を

と
い
う
考
え
か
ら
、
企
業
の

皆
さ
ん
が
条
例
が
必
要
と
い

う
事
な
ら
ば
、
商
工
会
議
所

等
で
理
論
を
詰
め
て
も
ら
え

ば
と
思
う
し
、
私
も
意
見
を

聞
い
て
み
た
い
。
経
済
的

部
分
で
非
常
に
大
き
く
貢
献
、

寄
与
頂
い
て
い
る
事
は
事
実
。

議
会
を
含
め
対
応
を
ど
う
す

る
の
か
、
結
論
に
結
び
付
け

ら
れ
た
ら
有
り
難
い
。

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定
は
考
え
ら
れ
な
い
か

社
会
教
育
と
い
う
観
点
か
ら

の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質
問
二　

経
済
面
・
福
祉
面

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
と

ら
れ
て
い
る
が
、
社
会
教
育

面
か
ら
基
本
で
あ
る
家
庭
内

の
教
育
力
を
上
げ
る
と
い
っ

た
取
り
組
み
は
。

答
弁　

家
庭
が
子
供
の
基
盤
。

親
が
親
と
し
て
成
長
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
手

伝
い
を
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

エ
イ
ブ
ル
を
中
心
に
読
み
聞

か
せ
会
や
交
流
の
場
を
提
供

す
る
な
ど
、
鹿
島
市
な
ら
で

は
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
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稲
富　

雅
和  

議
員

質
問
一　

生
活
が
で
き
る
安

定
し
た
所
得
が
確
保
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
品
質

が
よ
く
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ

り
、
十
分
な
生
産
量
も
あ
り
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
や
心
を
つ

か
み
販
売
ル
ー
ト
を
し
っ
か

り
確
保
す
る
事
が
、
も
う
か

る
農
業
、
漁
業
と
し
て
必
要

だ
と
思
い
ま
す
が
、
課
題
に

つ
い
て
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁　

問
題
が
あ
る
中
、
消

費
者
と
の
情
報
交
換
、
友
達

環
境
を
ど
う
い
か
す
か
、
価

格
が
上
が
ら
な
い
時
代
に
販

売
価
格
維
持
し
て
い
き
、
コ

ス
ト
を
下
げ
て
い
く
自
分
で

ど
の
く
ら
い
対
応
で
き
る
か
、

他
と
の
差
別
化
、
品
質
＋
α

で
売
れ
筋
を
見
つ
け
る
な
ど

農
家
の
皆
さ
ん
の
経
営
感

覚
、
努
力
い
ろ
ん
な
手
法
で

経
営
方
式
を
改
善
し
、
そ
し

て
農
業
に
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
い
っ
ぱ
い
お
ら
れ
る
力
を

総
力
戦
で
発
揮
し
、
鹿
島
で

し
か
食
べ
れ
な
い
料
理
な
ど

を
て
こ
に
し
て
、
人
を
呼
び

込
み
た
い
。

質
問
二　

農
商
工
連
携
推
進

室
も
で
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
頑
張
っ

て
頂
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

今
後
の
現
場
の
意
気
込
み
を

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

答
弁　

魅
力
を
持
っ
て
い
る

の
が
、
第
一
次
産
業
だ
と
お

も
い
、
可
能
性
を
最
大
限
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
可
能
性
の
ぶ
し
は

最
大
の
悪
策
と
い
う
こ
と
で

い
ろ
ん
な
面
に
目
を
向
け
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

鹿
島
市
に
お
け
る
成
長
産
業
と
し
て
の
第
一
次
産
業
の
あ
り
方

通
学
路
の
安
全
対
策
と

歩
行
者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

水
頭　

喜
弘  

議
員

質
問
一　

橋
梁
、
道
路
等
社

会
資
本
全
体
に
お
い
て
修
繕

計
画
を
立
て
て
、
計
画
的
に

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
市
民

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と
に
な
り
、
将
来
的
に
コ

ス
ト
縮
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
、
建
て
替
え
や
修
繕
が

集
中
す
る
と
思
わ
れ
る
が
修

繕
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

質
問
二　

京
都
府
亀
岡
市
で

の
通
学
中
の
児
童
が
被
害
者

と
な
る
自
動
車
事
故
を
受
け

て
、
危
険
箇
所
の
調
査
と
対

策
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の

か
。

答
弁　

明
倫
小
学
校
通
学
路

で
あ
る
「
し
め
ご
橋
」
の
状

況
を
点
検
し
、
交
差
点
、
藤

津
硝
石
横
の
歩
道
整
備
に
つ

い
て
鹿
島
土
木
事
務
所
へ
要

望
活
動
を
行
っ
た
。
要
望
箇

所
２
ヶ
所
に
つ
い
て
は
今
年

度
予
算
で
対
応
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
通
学

路
危
険
箇
所
調
査
に
つ
い
て

は
毎
年
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
通
学
路

危
険
箇
所
点
検
を
行
っ
て
い

る
が
調
査
だ
け
で
終
っ
て
教

育
委
員
会
に
要
望
が
上
が
っ

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
今
後
指
導
を
し
て
い
く
。

て
い
る
の
か
。

答
弁　

今
年
度
に
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
各
橋
梁
の
修
繕

の
必
要
性
を
判
断
し
、
修
繕

が
必
要
な
橋
梁
に
つ
い
て
は
、

大
学
教
授
等
、
学
識
経
験
者

の
意
見
を
参
考
に
し
て
修
繕

内
容
、
時
期
、
概
略
費
用
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

橋
梁
・
公
共
構
造
物
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
施
設
に

つ
い
て

竹
下　

勇  

議
員

質
問
一　

危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
市
民
会
館
の

改
築
、
ピ
オ
の
２
階
か
ら
４

階
に
公
共
施
設
や
病
院
施
設

を
設
置
す
る
話
は
、
何
が
決

定
し
て
い
て
、
今
後
ど
の
よ

質
問
二　

８
月
に
子
育
て
支

援
施
設
を
視
察
し
た
が
、
担

当
課
が
福
祉
や
保
険
健
康
で

は
な
く
、
教
育
委
員
会
で

あ
っ
た
。
理
由
は
、
生
ま
れ

て
か
ら
青
年
期
ま
で
の
成
長

期
に
合
わ
せ
た
教
育
を
推
進

す
る
た
め
で
あ
り
、
育
児
中

の
大
人
達
に
も
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
の
研
究
大
会
で
は
、

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
・
地

域
で
育
て
る
子
供
達
の
両

面
か
ら
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
。
地
域
の
教
育

力
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、

鹿
島
市
の
社
会
教
育
は
今
後
、

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
又
、

社
会
教
育
を
通
じ
て
交
流
人

口
を
増
や
す
こ
と
は
取
り
組

め
な
い
か
。

答
弁　

エ
イ
ブ
ル
事
業
と
し

て
、
自
主
学
習
を
行
う
と
と

も
に
、
各
地
区
の
公
民
館
と

連
携
し
て
、
社
会
教
育
も
行

わ
れ
て
い
る
。

う
な
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る

か
。

答
弁　

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

は
、
事
務
局
案
と
し
て
、
場

所
を
中
川
エ
リ
ア
（
市
役
所

近
く
）
に
、
大
き
さ
は
５
階

建
て
で
延
べ
面
積
が
８
０
０

㎡
程
度
、
水
道
・
下
水
道
・

防
災
係
り
・
消
防
本
部
・
県

の
出
先
機
関
な
ど
が
入
所
す

る
こ
と
で
、
県
と
の
協
議
や

庁
内
調
整
を
進
め
て
い
る
。

鹿
島
市
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
進
捗
に
つ
い
て

第
一
次
産
業
が
か
か
え
る

課
題
に
つ
い
て
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小
中
学
校
の
冷
暖
房
設
備

の
設
置
に
つ
い
て

中
村　

一
尭  
議
員

質
問
一　

未
曾
有
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
一
年
半
が
経
過

致
し
ま
し
た
。
大
災
害
の
怖

さ
、
現
代
文
明
の
は
か
な
さ
、

脆
さ
を
多
く
の
人
が
改
め
て

感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
最
近
で
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
や
北
部
九
州
豪
雨
災
害

な
ど
突
発
的
な
災
害
も
起

こ
っ
て
お
り
、
大
量
の
ガ
レ

キ
や
土
砂
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
は
、
最
も
優

先
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
人
命

質
問
二　

温
暖
化
の
影
響
で
、

夏
場
小
中
学
校
の
教
室
内
の

温
度
が
高
い
。
教
室
内
に
冷

暖
房
を
設
置
す
る
か
、
せ
め

て
扇
風
機
を
設
置
し
て
、
子

供
達
が
勉
強
し
や
す
い
学
習

環
境
を
整
え
て
欲
し
い
が
、

ど
う
か
？

答
弁　

市
内
小
中
学
校
で
は

現
在
耐
震
化
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
将
来
的
に
は
冷
暖
房

を
設
置
し
た
い
。
そ
の
前
に

扇
風
機
を
設
置
す
る
か
は
、

学
校
現
場
と
相
談
し
て
前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
。

救
助
や
食
料
の
確
保
と
い
っ

た
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

ガ
レ
キ
等
の
廃
棄
物
の
対
応

は
ど
う
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
？
ま
た
、
近
隣
の
市
町
で

も
最
近
結
ん
で
お
ら
れ
る
広

域
的
な
災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
締
結
す
る
予
定
は
あ
る

の
か
？

答
弁　

大
量
の
ガ
レ
キ
が
発

生
し
た
場
合
は
大
木
庭
、
谷

田
の
仮
置
き
場
に
一
時
保
管

し
、
順
次
ガ
レ
キ
等
の
処
理

を
行
う
。
協
力
体
制
と
し
て

は
、
県
内
市
町
村
、
諫
早
市
、

大
村
市
と
支
援
協
定
を
結
ん

で
い
る
が
、
今
後
広
域
的
な

他
市
町
と
の
協
力
体
制
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
鹿
島
市
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

空
き
家・廃
屋
対
策
に
つ
い
て

⻆
田　

一
美  

議
員

質
問
一　

建
築
物
廃
材
が
小

型
焼
却
炉
に
お
い
て
焼
却
処

分
さ
れ
健
康
被
害
や
農
作
物

へ
の
影
響
を
市
民
は
大
変
心

配
さ
れ
て
い
る
。
焼
却
方
法

や
焼
却
灰
の
処
理
に
お
い
て

問
題
は
な
い
の
か
。

答
弁　

法
の
規
制
の
対
象
と

な
る
焼
却
炉
は
、
火
床
面
積

０
．
５
㎡
以
上
又
は
焼
却
能

質
問
二　

近
年
、
空
き
家
が

多
く
散
見
さ
る
。
空
き
家
、

放
置
家
屋
の
発
生
状
況
と
、

こ
れ
ら
の
対
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

空
き
家
は
１
７
２
戸

あ
り
今
後
も
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。
資
産
の
有
効
活
用
と

定
住
促
進
を
図
る
観
点
か
ら

宅
建
業
協
会
と
連
携
し
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
制
度
を
充
実

さ
せ
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
８
戸
の
契
約
実

績
で
市
外
よ
り
転
入
さ
れ
て

い
る
。

　

放
置
家
屋
は
防
災
・
防
犯

上
も
問
題
が
あ
り
、
現
在
区

長
を
通
じ
実
態
を
調
査
中
で

あ
る
。
空
き
家
対
策
条
例
の

制
定
に
向
け
検
討
中
で
あ
り
、

早
い
機
会
に
議
会
に
提
案
し

た
い
。

力
が
１
時
間
当
50
㎏
以
上
が

該
当
し
、
そ
れ
以
下
は
届
出

で
の
み
で
焼
却
可
能
だ
が
焼

却
能
力
を
超
え
て
の
黒
煙
等

の
排
出
は
問
題
が
あ
る
。
建

築
物
廃
材
は
産
業
廃
棄
物
で

あ
り
焼
却
灰
の
処
理
は
、
処

理
業
の
許
可
を
持
つ
処
理
業

者
に
委
託
し
処
分
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
県

産
業
廃
棄
物
担
当
課
と
連
携

を
と
り
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
す
る
な
ど
し
て
適
正
な

処
理
を
指
導
し
て
参
り
た
い
。

廃
棄
物
処
理
に
よ
る
公
害
防
止
に
つ
い
て

機
構
改
革
及
び
部
制
に

つ
い
て

橋
爪　

敏  

議
員

質
問
一　

平
成
22
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
「
森
林
・
林
業
再

生
プ
ラ
ン
」
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁　

平
成
22
年
11
月
に
国

が
策
定
し
た
、
森
林
・
林
業

再
生
プ
ラ
ン
の
目
指
す
と
こ

ろ
は
、
林
業
の
再
生
を
、
環

境
を
ベ
ー
ス
と
し
た
成
長
戦

質
問
二　

部
長
制
が
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
14
年
経
過
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
今
後
の
機

構
及
び
部
制
の
考
え
は
。

答
弁　

部
長
は
、
部
内
で
の

課
を
横
断
す
る
業
務
の
調
整

を
担
い
、
市
長
の
政
策
実
現

に
向
け
た
指
示
を
的
確
に
行

き
渡
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、

対
外
的
な
折
衝
や
交
渉
を
積

極
的
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、

部
長
と
し
て
の
「
機
能
」

「
権
限
」
「
肩
書
」
が
有
用

で
あ
り
、
市
長
、
副
市
長
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
職
責
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
も

資
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
有
効
な
組
織
で
あ
る

と
評
価
し
て
い
る
。
今
後
に

つ
い
て
も
当
分
の
間
は
部
長

制
を
維
持
し
な
が
ら
、
種
々

の
政
策
課
題
に
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

略
の
中
に
位
置
付
け
、
木
材

の
安
定
供
給
力
の
強
化
を
軸

に
し
た
対
策
に
よ
り
、
雇

用
も
含
め
た
地
域
再
生
を
し
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
木
材
自

給
率
50
％
を
目
標
と
し
て
い

る
。
鹿
島
市
の
取
り
組
み

は
、
平
成
21
年
度
か
ら
26
年

度
ま
で
に
１
８
６
ha
の
間
伐

を
計
画
し
、
23
年
度
ま
で
に

１
６
０
ha
の
間
伐
を
行
っ
た
。

作
業
路
は
24
年
度
か
ら
26
年

度
ま
で
に
２
５
０
０
ｍ
を
整

備
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
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地
球
温
暖
化
へ
の
対
応

松
本　

末
治  

議
員

質
問
一　

『
弁
当
の
日
』
は
、

学
校
給
食
を
止
め
て
弁
当

に
、
と
言
う
意
味
で
は
な
い
。

『
お
弁
当
』
は
あ
く
ま
で
も

『
子
ど
も
の
自
立
を
促
し
、

命
の
尊
さ
に
気
づ
く
』
た
め

の
手
段
。
現
代
の
子
ど
も
を

巡
る
悲
し
い
事
件
を
減
ら
し

た
い
、
と
の
願
い
が
あ
る
。

質
問
二　

温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
発
生
に
よ
る
災
害
。
30
年

の
平
均
気
温
、
最
高
気
温
は

一
度
〜
一
・
五
度
上
昇
し
、

農
産
物
も
亜
熱
帯
植
物
の
栽

培
も
可
能
に
な
っ
て
来
て
い

る
。
し
か
し
最
低
温
度
（
冬

の
寒
気
団
）
は
厳
し
く
、
こ

こ
二
年
は
大
き
な
寒
害
を
受

け
た
農
作
物
が
出
た
。
（
中

晩
柑
類
・
な
つ
み
）
特
に

『
な
つ
み
』
で
は
収
穫
ゼ
ロ
。

10
ア
ー
ル
１
０
０
万
円
が
ゼ

ロ
で
す
。
県
・
市
・
Ｊ
Ａ
・

農
家
が
一
体
と
な
り
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
と
思
う
が
。

答
弁　

み
か
ん
の
複
合
化
、

周
年
供
給
に
高
糖
度
15
度
の

「
な
つ
み
」
周
年
遅
れ
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。
今

後
寒
波
対
策
に
つ
い
て
は
協

議
を
し
、
対
応
す
る
。

食
材
そ
の
も
の
の
『
命
』

肉
・
野
菜
・
魚
・
具
全
て
生

物
の
命
を
も
ら
う
。
そ
し
て

命
を
分
け
与
え
る
。
相
手
に

何
か
を
し
て
や
る
＝
「
自
分

の
命
を
分
け
与
え
る
」
事
に

な
る
。
是
非
、
香
川
県
竹
下

和
男
学
校
長
提
唱
の
『
弁
当

の
日
』
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
。

答
弁　

学
校
教
育
で
現
在

『
食
育
』
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

食
育
が
さ
け
ば
れ
る
今
日『
弁
当
の
日
』を
小
中
学
校
に
！

　
こ
の
度
、
鹿
島
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
橋
川
宏
彰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
任
期
途
中
で
の

議
長
選
挙
と
な
り
市
民
の
皆
様
へ
の
信
頼
回
復
の

為
に
全
力
を
尽
く
す
べ
く
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　
議
員
の
役
割
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
率
直
に

聞
き
、
汗
を
流
し
、
信
頼
を
得
る
議
会
と
な
す
事

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
市
政
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
議
長
交
代
で
議
会

内
の
わ
だ
か
ま
り
を
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が

私
欲
を
捨
て
、
鹿
島
市
の
発
展
と
住
み
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
目
指
す
気
持
ち
は
誰
も
が
同
じ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
意
見
を
よ
く
聞
き
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
円
滑
な
議
会
運
営
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
市
民
の
皆
様
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
議
員
活
動
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
議
長
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

鹿
島
市
議
会 

議
長

橋
川
宏
彰

　
二
期
目
で
副
議
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

改
め
て
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　
議
会
は
「
鹿
島
市
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
七

月
に
は
市
内
各
地
区
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
行
政
に
対
す
る
意
見
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

議
会
や
議
員
に
対
す
る
要
望
や
指
摘
も
数
多
く
受

け
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
改
め
て
市
民
に
付
託
さ
れ

た
者
と
し
て
、
な
お
一
層
努
力
・
精
進
し
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
鹿
島
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度

よ
り
「
第
五
次
鹿
島
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
六
月
新
た
に

「
鹿
島
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
構
想
」
別
名
「
鹿
島

市
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

県
南
西
部
の
中
核
都
市
と
し
て
再
び
活
力
を
と
り

も
ど
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
協
議
が
進
ん

で
お
り
、
市
民
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
福
祉
や
教
育
な
ど
の
課

題
も
含
め
、
市
民
・
行
政
・
議
会
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
達
も
議
会
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
認
識

し
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
に
反
映
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副
議
長
あ
い
さ
つ

鹿
島
市
議
会 

副
議
長

松
尾
勝
利
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中学生議員が熱弁を振るう

【議　長】
　中村拓郎さん（西部中 3）

【提　言】
○西川晃輔さん（西部中 3）、中村茉琳さん（西部中 3）
　「バリアフリー、子どもの遊べる施設について」
○今福海登さん（東部中 3）、川浪貴保さん（東部中 3）
　「小中学校へ冷暖房設備の導入について」
○山口真琴さん（西部中 3）、林克哉さん（西部中 3）
　「鹿島市の活性化について」

○倉崎葵さん（東部中 3）、松尾美佐輝さん（東部中 3）
　「新幹線開通による通学通勤への影響について」

【子ども宣言】
　徳村朝実さん（西部中 3）

【副議長（兼　謝辞）】
　峰松莉奈さん（東部中 3）

【一般質問】
○中島遼太郎さん（西部中 3）、大鋸愛さん（西部中 3）
　「福祉、夜間診療について」
○坂本柊志さん（東部中 3）、江﨑健人さん（東部中 3）
　「ゴミ問題について、リサイクルについて」
○藤山香代子さん（西部中 3）、白川敦士さん（西部中 3）
　「安全、環境について」

　今回 17 名の西部中学校・東部中学校の生徒の方々に、議員となってもらい、議会議場を
使って議会を体験してもらいました。一般質問と提言をしてもらいましたが、「新幹線開業
後の長崎本線がどうなるのか」「通学路に街灯が無くて暗いので何とかしてほしい」「地球
温暖化で教室が暑い、勉強の効率を上げる為にエアコンが設置できないか」等の、私たち大
人が気付かないような質問・提言でした。それに市長、各部長、教育長も執行部の方々も丁
寧に答弁していただきました。今回の子ども議会は、議会として初めての開催でした。何事
も手探り状態で進めてきましたが、西部中、東部中、市長はじめ執行部の協力で盛会のうち
に開催できましたことを心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

決議第1号　「子ども宣言」の決議（案）
　8年ぶりに開催された子ども議会の開催を機会に、鹿島で生活をしている私たちは、少
子高齢化をはじめ多くの課題を抱える現代社会の中、これからの鹿島市のことについて考
えました。
　鹿島市民が育て守ってきた伝統と文化、豊かな自然を守り、安心・安全で住みやすい、活
気のあるまちづくりのために、ここに次のことを約束し、実行していくことを誓います。

　1．明るく元気なあいさつを通して、地域のコミュニケーションを築きます。
　2．自然を守り、住みよいまちづくりをすすめるためにできることから始めます。
　3．夢を持ち、将来地域に貢献できる気持ちを大切にします。

以上、宣言いたします。
平成24年8月30日　　鹿島市子ども議会
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浜北鹿島

能古見七浦

古枝鹿島

　
６
月
29
日
の
古
枝
、
能
古
見
公
民
館
を
皮
切
り

に
、
鹿
島
市
内
６
地
区
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
に
、
１
６
０
名
の
市
民
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
側
か
ら
の
鹿
島
市
の
主
要
施
策
に
つ
い
て

の
説
明
後
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
、
市
議
会
に
対

す
る
厳
し
い
ご
意
見
や
鹿
島
市
に
対
す
る
ご
提
言

等
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
１
２
３
名
の
方
か
ら
頂
き
、

大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
報
告

会
は
、
初
め
て
６
地
区
公
民
館
を
お
借
り
し
て
、

地
区
外
の
議
員
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
区
が
抱

え
る
諸
問
題
を
議
員
が
把
握
す
る
こ
と
と
、
議
会

に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
見
か
た
や
ご
意
見
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
ご
提
言
や
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
後
の
議
会
活
動
や
鹿
島
市
当
局
に
対

し
て
の
質
問
を
通
じ
て
実
現
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
議
会
と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
次
回

の
議
会
報
告
会
は
検
討
中
で
す
が
、
今
回
の
報
告

会
を
参
考
に
し
て
、
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成24年度 鹿島市議会  議会報告会報告

鹿
島
市
議
会
議
会
報
告
会
・

議
場
開
放
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　チ
ー
フ

　福
井

　正

　委

　員

　竹
下

　勇
・
中
村
一
尭
・
稲
富
雅
和

　
　
　
　
　徳
村
博
紀
・
中
西
裕
司

6月29日㈮ 能古見公民館 30名 中村一尭・松尾征子・徳村博紀・松本末治・橋爪敏・松尾勝利

開催日 開催場所 参加人員 出　席　議　員

6月29日㈮ 古枝公民館 14名 中西裕司・水頭喜弘・福井正・伊東茂・⻆田一美・勝屋弘貞

7月  6日㈮ 鹿島公民館 36名 中西裕司・水頭喜弘・福井正・⻆田一美・勝屋弘貞

7月  6日㈮ 七浦公民館 20名 橋川宏彰・光武学・松尾征子・竹下勇・稲富雅和

7月20日㈮ 北鹿島公民館 45名 徳村博紀・松本末治・橋爪敏・松尾勝利・中村一尭

7月20日㈮ 浜 公 民 館 15名 伊東茂・光武学・竹下勇・稲富雅和

・
日
々
の
活
動
が
見
え
な
い

・
勉
強
、
努
力
が
足
り
な
い

・
西
日
本
新
聞
記
事
に
対
す
る
良
識
あ
る
対
応
を
、
早

く
終
息
を
、
ま
ず
謝
罪
せ
よ

　議
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
良
識
を

・
議
員
と
話
せ
て
よ
か
っ
た
、
次
回
は
下
勉
強
し
て
い

ろ
い
ろ
質
問
し
た
い

・
大
変
意
義
あ
る
機
会
と
思
う
、
せ
っ
か
く
の
開
催
な

の
に
参
加
者
が
少
な
い

・
議
会
報
告
は
口
頭
で
の
説
明
だ
け
で
な
く
資
料
配
布

や
チ
ャ
ー
ト
で
の
説
明
を
し
て
ほ
し
い

・
市
内
１
ヶ
所
で
の
開
催
よ
り
身
近
に
市
政
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た

・
次
年
度
へ
の
対
策
に
結
び
つ
く
市
民
の
意
見
を
聞
く

意
見
交
換
会
や
報
告
会
に
し
て
ほ
し
い

・
女
性
の
参
加
が
少
な
か
っ
た

・
国
道
４
９
８
号
の
高
規
格
道
路
の
早
期
着
工
開
通
を

・
国
道
４
４
４
号
を
県
立
病
院
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

し
て
早
期
開
通
を

・
空
き
家
対
策

・
公
園
整
備

・
街
路
灯
の
設
置

・
北
鹿
島
に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置

・
地
場
産
業
と
し
て
の
農
業
生
産
推
進
対
策

　
以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
し
た
、
今
後
の
議
会
報
告
会

で
の
資
料
の
用
意
な
ど
わ
か
り
や
す
い
議
会
報
告
会
に

出
来
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
ま
た
政
策
課
題
に
も

議
会
と
し
て
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

２
．
提
案
要
望
等

（
議
会
報
告
会
地
区
別
ア
ン
ケ
ー
ト
紙
面
の
都
合
で
抜
粋
し
て
記
載
し
ま
す
）

　
浜
会
場
で
は
、
新
聞
記
事
（
し
尿
汲
み

取
り
業
者
と
の
勉
強
会
）
に
関
し
て
、
議

員
と
し
て
の
心
構
え
が
な
っ
て
い
な
い
な

ど
、
多
く
の
厳
し
い
意
見
や
指
摘
を
い
た

だ
き
、
早
く
終
息
を
図
る
よ
う
に
提
言
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
を
し
た
議
員
か
ら

「
今
後
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
他
に
は
、
県
の
出
先
機
関
が
鹿
島
に
残

る
よ
う
に
要
望
中
、
箱
物
建
設
は
自
分
に

あ
っ
た
身
の
丈
で
・
耕
作
放
棄
地
が
こ
れ

以
上
増
え
な
い
対
策
を
・
浜
川
河
口
に
で

き
た
島
の
対
策
・
浜
公
民
館
入
り
口
か
ら

駐
車
場
ま
で
の
道
の
整
備
な
ど
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
鹿
島
会
場
で
は
、
は
じ
め
に
新
聞
で

報
道
さ
れ
た
衛
生
施
設
組
合
と
議
員
と
の

勉
強
会
、
懇
親
会
の
議
会
で
の
対
応
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
議
員

に
対
し
て
、
一
般
質
問
は
事
業
内
容
も
よ

く
調
べ
て
体
系
づ
け
た
質
問
を
し
て
欲
し

い
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
の
中
に
Ｊ
Ａ

再
編
問
題
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
の
質
問

に
対
し
、
議
員
か
ら
今
の
現
状
や
こ
れ
か

ら
の
対
応
に
つ
い
て
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
地
元
の
問
題
と
し
て
は
、
防
災
無
線

が
聞
き
取
り
づ
ら
い
と
い
う
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
議
会
で
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　
能
古
見
会
場
で
は
、
最
初
に
鹿
島
の
当

面
す
る
課
題
（
中
心
商
店
街
活
性
化
、
鹿

島
駅
、
駅
舎
、
新
防
災
計
画
、
イ
ノ
シ
シ

対
策
、
有
明
海
沿
岸
道
路
建
設
促
進
等
）

に
つ
い
て
議
員
よ
り
説
明
し
、
そ
の
後
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
問
は
、
嬉
野

市
は
社
会
資
本
総
合
計
画
で
５
年
間
59
億

円
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
鹿
島
は
こ
の
よ

う
な
計
画
が
あ
る
の
か
。
議
員
は
視
察
研

修
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
研
修
の
成
果

を
ど
う
生
か
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
鹿
島

駅
・
駅
前
広
場
・
有
明
海
沿
岸
道
路
計
画

に
つ
い
て
の
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
浦
会
場
で
は
、
地
元
の
当
面
す
る
問

題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
質
問
内
容
は
イ
ノ
シ
シ
問

題
、
農
業
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
過
疎
化
を

防
ぐ
、
若
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
農
業
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
、
特
産
物
を
使
っ
た
加

工
品
づ
く
り
な
ど
を
中
心
に
盛
り
上
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
で
は
、
市
が
農
商
工
連
携
推

進
室
を
開
設
し
、
鹿
島
の
課
題
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
イ
ノ
シ
シ

問
題
は
九
州
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
古
枝
会
場
で
は
、
浜
川
改
修
工
事
や
雇

用
促
進
住
宅
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
し
た

ご
意
見
や
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

ず
定
住
促
進
の
た
め
に
、
雇
用
促
進
住
宅

の
活
用
や
家
賃
設
定
に
つ
い
て
、
次
に
浜

川
河
川
改
修
工
事
の
必
要
性
、
イ
ノ
シ
シ

対
策
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
に
は
、
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
牛
の
放
牧
テ
ス
ト
候
補
地
に
つ
い
て
ご

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
イ
ン
プ
リ

ン
テ
ィ
ン
グ
牛
は
七
浦
嘉
瀬
浦
地
区
で
取

り
組
む
予
定
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
忌
避
剤

開
発
や
牛
の
放
牧
に
よ
る
撃
退
、
電
気
木

柵
へ
の
補
助
等
を
行
っ
て
い
る
と
回
答
を

い
た
し
ま
し
た
。

　
鹿
島
会
場
で
は
、
市
民
会
館
を
ど
う
に

か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
意
見
や
政
務
調

査
費
の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
と

い
っ
た
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
聞
の
記
事
の
業
者
と
の
飲
食
に
つ
い
て

議
長
に
説
明
を
求
め
る
と
い
っ
た
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
市
民
会

館
は
建
て
替
え
か
改
修
か
を
検
討
し
て
い

る
段
階
、
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
条
例

改
正
の
委
員
会
を
開
催
す
れ
ば
公
開
と
な

る
。
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
事
実
と
違
う

点
も
あ
り
、
法
的
処
置
も
あ
る
の
で
コ
メ

ン
ト
を
控
え
た
い
と
い
う
返
答
を
致
し
ま

し
た
。

浜能古見古枝北鹿島七浦鹿島
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６
月
29
日
の
古
枝
、
能
古
見
公
民
館
を
皮
切
り

に
、
鹿
島
市
内
６
地
区
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
に
、
１
６
０
名
の
市
民
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
側
か
ら
の
鹿
島
市
の
主
要
施
策
に
つ
い
て

の
説
明
後
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
、
市
議
会
に
対

す
る
厳
し
い
ご
意
見
や
鹿
島
市
に
対
す
る
ご
提
言

等
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
１
２
３
名
の
方
か
ら
頂
き
、

大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
報
告

会
は
、
初
め
て
６
地
区
公
民
館
を
お
借
り
し
て
、

地
区
外
の
議
員
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
区
が
抱

え
る
諸
問
題
を
議
員
が
把
握
す
る
こ
と
と
、
議
会

に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
見
か
た
や
ご
意
見
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
ご
提
言
や
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
後
の
議
会
活
動
や
鹿
島
市
当
局
に
対

し
て
の
質
問
を
通
じ
て
実
現
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
議
会
と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
次
回

の
議
会
報
告
会
は
検
討
中
で
す
が
、
今
回
の
報
告

会
を
参
考
に
し
て
、
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成24年度 鹿島市議会  議会報告会報告

鹿
島
市
議
会
議
会
報
告
会
・

議
場
開
放
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　チ
ー
フ

　福
井

　正

　委

　員

　竹
下

　勇
・
中
村
一
尭
・
稲
富
雅
和

　
　
　
　
　徳
村
博
紀
・
中
西
裕
司

6月29日㈮ 能古見公民館 30名 中村一尭・松尾征子・徳村博紀・松本末治・橋爪敏・松尾勝利

開催日 開催場所 参加人員 出　席　議　員

6月29日㈮ 古枝公民館 14名 中西裕司・水頭喜弘・福井正・伊東茂・⻆田一美・勝屋弘貞

7月  6日㈮ 鹿島公民館 36名 中西裕司・水頭喜弘・福井正・⻆田一美・勝屋弘貞

7月  6日㈮ 七浦公民館 20名 橋川宏彰・光武学・松尾征子・竹下勇・稲富雅和

7月20日㈮ 北鹿島公民館 45名 徳村博紀・松本末治・橋爪敏・松尾勝利・中村一尭

7月20日㈮ 浜 公 民 館 15名 伊東茂・光武学・竹下勇・稲富雅和

・
日
々
の
活
動
が
見
え
な
い

・
勉
強
、
努
力
が
足
り
な
い

・
西
日
本
新
聞
記
事
に
対
す
る
良
識
あ
る
対
応
を
、
早

く
終
息
を
、
ま
ず
謝
罪
せ
よ

　議
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
良
識
を

・
議
員
と
話
せ
て
よ
か
っ
た
、
次
回
は
下
勉
強
し
て
い

ろ
い
ろ
質
問
し
た
い

・
大
変
意
義
あ
る
機
会
と
思
う
、
せ
っ
か
く
の
開
催
な

の
に
参
加
者
が
少
な
い

・
議
会
報
告
は
口
頭
で
の
説
明
だ
け
で
な
く
資
料
配
布

や
チ
ャ
ー
ト
で
の
説
明
を
し
て
ほ
し
い

・
市
内
１
ヶ
所
で
の
開
催
よ
り
身
近
に
市
政
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た

・
次
年
度
へ
の
対
策
に
結
び
つ
く
市
民
の
意
見
を
聞
く

意
見
交
換
会
や
報
告
会
に
し
て
ほ
し
い

・
女
性
の
参
加
が
少
な
か
っ
た

・
国
道
４
９
８
号
の
高
規
格
道
路
の
早
期
着
工
開
通
を

・
国
道
４
４
４
号
を
県
立
病
院
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

し
て
早
期
開
通
を

・
空
き
家
対
策

・
公
園
整
備

・
街
路
灯
の
設
置

・
北
鹿
島
に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置

・
地
場
産
業
と
し
て
の
農
業
生
産
推
進
対
策

　
以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
し
た
、
今
後
の
議
会
報
告
会

で
の
資
料
の
用
意
な
ど
わ
か
り
や
す
い
議
会
報
告
会
に

出
来
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
ま
た
政
策
課
題
に
も

議
会
と
し
て
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

２
．
提
案
要
望
等

（
議
会
報
告
会
地
区
別
ア
ン
ケ
ー
ト
紙
面
の
都
合
で
抜
粋
し
て
記
載
し
ま
す
）

　
浜
会
場
で
は
、
新
聞
記
事
（
し
尿
汲
み

取
り
業
者
と
の
勉
強
会
）
に
関
し
て
、
議

員
と
し
て
の
心
構
え
が
な
っ
て
い
な
い
な

ど
、
多
く
の
厳
し
い
意
見
や
指
摘
を
い
た

だ
き
、
早
く
終
息
を
図
る
よ
う
に
提
言
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
を
し
た
議
員
か
ら

「
今
後
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
他
に
は
、
県
の
出
先
機
関
が
鹿
島
に
残

る
よ
う
に
要
望
中
、
箱
物
建
設
は
自
分
に

あ
っ
た
身
の
丈
で
・
耕
作
放
棄
地
が
こ
れ

以
上
増
え
な
い
対
策
を
・
浜
川
河
口
に
で

き
た
島
の
対
策
・
浜
公
民
館
入
り
口
か
ら

駐
車
場
ま
で
の
道
の
整
備
な
ど
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
鹿
島
会
場
で
は
、
は
じ
め
に
新
聞
で

報
道
さ
れ
た
衛
生
施
設
組
合
と
議
員
と
の

勉
強
会
、
懇
親
会
の
議
会
で
の
対
応
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
議
員

に
対
し
て
、
一
般
質
問
は
事
業
内
容
も
よ

く
調
べ
て
体
系
づ
け
た
質
問
を
し
て
欲
し

い
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
の
中
に
Ｊ
Ａ

再
編
問
題
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
の
質
問

に
対
し
、
議
員
か
ら
今
の
現
状
や
こ
れ
か

ら
の
対
応
に
つ
い
て
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
地
元
の
問
題
と
し
て
は
、
防
災
無
線

が
聞
き
取
り
づ
ら
い
と
い
う
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
議
会
で
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　
能
古
見
会
場
で
は
、
最
初
に
鹿
島
の
当

面
す
る
課
題
（
中
心
商
店
街
活
性
化
、
鹿

島
駅
、
駅
舎
、
新
防
災
計
画
、
イ
ノ
シ
シ

対
策
、
有
明
海
沿
岸
道
路
建
設
促
進
等
）

に
つ
い
て
議
員
よ
り
説
明
し
、
そ
の
後
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
問
は
、
嬉
野

市
は
社
会
資
本
総
合
計
画
で
５
年
間
59
億

円
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
鹿
島
は
こ
の
よ

う
な
計
画
が
あ
る
の
か
。
議
員
は
視
察
研

修
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
研
修
の
成
果

を
ど
う
生
か
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
鹿
島

駅
・
駅
前
広
場
・
有
明
海
沿
岸
道
路
計
画

に
つ
い
て
の
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
浦
会
場
で
は
、
地
元
の
当
面
す
る
問

題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
質
問
内
容
は
イ
ノ
シ
シ
問

題
、
農
業
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
過
疎
化
を

防
ぐ
、
若
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
農
業
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
、
特
産
物
を
使
っ
た
加

工
品
づ
く
り
な
ど
を
中
心
に
盛
り
上
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
で
は
、
市
が
農
商
工
連
携
推

進
室
を
開
設
し
、
鹿
島
の
課
題
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
イ
ノ
シ
シ

問
題
は
九
州
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
古
枝
会
場
で
は
、
浜
川
改
修
工
事
や
雇

用
促
進
住
宅
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
し
た

ご
意
見
や
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

ず
定
住
促
進
の
た
め
に
、
雇
用
促
進
住
宅

の
活
用
や
家
賃
設
定
に
つ
い
て
、
次
に
浜

川
河
川
改
修
工
事
の
必
要
性
、
イ
ノ
シ
シ

対
策
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
に
は
、
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ
牛
の
放
牧
テ
ス
ト
候
補
地
に
つ
い
て
ご

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
イ
ン
プ
リ

ン
テ
ィ
ン
グ
牛
は
七
浦
嘉
瀬
浦
地
区
で
取

り
組
む
予
定
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
忌
避
剤

開
発
や
牛
の
放
牧
に
よ
る
撃
退
、
電
気
木

柵
へ
の
補
助
等
を
行
っ
て
い
る
と
回
答
を

い
た
し
ま
し
た
。

　
鹿
島
会
場
で
は
、
市
民
会
館
を
ど
う
に

か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
意
見
や
政
務
調

査
費
の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
と

い
っ
た
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
聞
の
記
事
の
業
者
と
の
飲
食
に
つ
い
て

議
長
に
説
明
を
求
め
る
と
い
っ
た
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
市
民
会

館
は
建
て
替
え
か
改
修
か
を
検
討
し
て
い

る
段
階
、
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
条
例

改
正
の
委
員
会
を
開
催
す
れ
ば
公
開
と
な

る
。
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
事
実
と
違
う

点
も
あ
り
、
法
的
処
置
も
あ
る
の
で
コ
メ

ン
ト
を
控
え
た
い
と
い
う
返
答
を
致
し
ま

し
た
。

浜能古見古枝北鹿島七浦鹿島
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行 政 視 察 報 告
鹿島市が今後取り組む課題を研修しました

◆群馬県伊勢崎市議会

◆【視察地】

（1）国民健康保険税率引き下げ実施

平成 24年 8月6～8日

　平成17年合併により人口20万人の伊勢崎市となり合併4市町村の税率の均等化を図る。
　近年、基幹道路網の整備により交通アクセスの利便性を活かし製造業や大型商業施
設の進出により商工業が盛んな産業地域となる。また、技術研修などの外国人労働者
が増え外国人住民が1万人を超し国保加入も4千人を超えるようになった。
　H21以降、国保加入世帯の所得が低水準で移行している現状や若年層の負担軽減と徴
収率アップを図るため税率の割合（所得・資産・均等・平等・限度額）をH24より見直
し引き下げを行なう。加えて、全県下にてジェネリック薬品の利用拡大、健康推進の
為の施設利用を勧める。鹿島市議会、本委員会に於いても市民生活の状況の推移調査
を踏まえ、税率割合の検討の必要性を感じる。

◆新潟県上越市

　米処・酒処として知られる上越市吉川区は新潟県内最大の杜氏輩出地である。地元
県立高校にはH15まで全国でも珍しい醸造科があり醸造実習、清酒出荷も行なっていた。
地域産業の発展に貢献する役割を担う「上越ものづくり振興センター」を設置し支援
体制を構築している。地元の清酒、ワイン、どぶろく、地ビール等の“SAKE”を一堂に
会し「越後・謙信SAKEまつり」を毎年10月に2日間、開催し6万人の来場者で賑わう。
　地域の酒造産業や酒づくり文化を内外に情報発信し、
上越ブランドの形成を目指すと共に、地域資源を活か
した活性化を図っている。また、酒造業に於ける人材
育成、技術力向上への補助支援、県内外・海外への出
展活動支援を行なう。発酵食品によるブランド創出に
も力を注ぎ、どぶろく特区第1号取得、発酵食品研究会
への交付金支援を行なう。「道の駅よしかわ」には越
後杜氏の隠れ里と言われる吉川の歴史と醸造工程を見
学できる第3セクター運営による酒造所「よしかわ杜氏
の郷」があり直売所も併設されている。歴史ある地元
産業へ行政として積極的な支援と熱意を感じる。
　鹿島市に於いても今春、成功を収めた酒蔵ツーリズ
ム、浜宿花と酒まつりに共通する部分がある。鹿島の
酒の更なるブランド化とシティーセールス、市民との
一体感の醸成が今後の鹿島市の浮揚の一翼を担うと痛
感した。

群馬県伊勢崎市議会　　国民健康保険税率引き下げについて
新潟県上越市　　　　　産業振興（酒造業に対する支援施策）
新潟県長岡市　　　　　保育士が常駐する「子育ての駅」
新潟県見附市　　　　　スーパー跡地利用、市民交流センター
新潟県三条市　　　　　合併後、旧庁舎利用の子育て支援施設

（1）産業振興（酒造業への消費拡大・販路開拓支援）
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◆新潟県見附市
（1）スーパー跡地利用、市民交流センター「ネーブルみつけ」
　市の中心部に位置し、市役所・消防署・警察署が近
接する閉鎖したスーパーマーケットを市が購入し交
流センターを開設。情報発信、物産販売、交流サロン、
子育て支援センター、健康づくりセンター、住宅情報、
研修室など多目的施設となっている。休日も開館し市
民の交流（たまり場）として利用され年間入場者は 50
万人を超える。

◆新潟県三条市
（1）旧庁舎利用の子育て支援施設拠点「すまいるランド」
　子育て中の市民に交流の場を提供すると共に、子
育て相談、情報提供等により児童の健全な育成を支
援する。庁舎1階フロアーと屋外敷地を利用し遊び場、
絵本館、保育室、飲食スペース、芝生広場、自転車広場
等を整備。休館日を少なくし、休日一時保育を実施し
ている。

委員長　松本末治
委　員　伊東　茂　　竹下　勇　　⻆田一美　　水頭喜弘　　松尾征子　　中西裕司

◆新潟県長岡市
（1）保育士が常駐する子育て支援事業施設「子育ての駅」
　「米百俵の精神」が息づく長岡市。H19子どもの成
長に合わせた一貫した支援体制を構築するため教育委
員会に「子ども家庭課」と「保育課」を新設し子ども
の施策を統合する。子どもたちが健やかに成長してい
くためには、乳幼児期から思春期まで子どもの成長に
合わせた一貫した支援体制が必要であり、そのための
有効な方策として、母子保護、子育て支援、家庭教育、
幼児教育、学校教育、青少年健全育成などを一元的に支援する体制を整える。

※「子育ての駅」とは雪国地方の悩みである広々とした公園で親子一緒に雨や雪の日
も遊べる全天候型の3施設であり保育士が常駐し子育てに関する相談も受け付ける。

①「子育ての駅」“てくてく”は2haの公園に屋根付き運動広場と子育て支援施設を
一体的に整備した全国初、保育士のいる全天候型公園施設。

②「子育ての駅」“ぐんぐん”は中心市街地に隣接する長岡防災シビックコア地域に
災害時はボランティアセンター（キッチン付子育て広場）、緊急物資の集積所とな
る（屋根付き公園）子育て施設と市民防災の拠点機能が融合した全国初の施設。

③「子育ての駅」ちびっこ広場は中心市街地の再開発ビル2階と3階を使い保育園と
絵本館を開設し公共交通機関の利便性を活かした環境である。

※今回、3ヶ所の子育て支援先例地を視察し「鹿島市まちづくり推進構想」の中で
も優先的に取り組むシビックセンター再整備構想に参考となる施策が勉強でき
た。これから利用しやすい充実した施設実現へ向けて意見の集約と早急な議論
を進めていかなければならない。
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議 会 あ れ こ れ （平成24年7月～9月）

行政視察受入状況
7月　5日　岩手県紫波町議会総務常任委員会行政視察
　 19日　千葉県浦安市議会議会運営委員会行政視察
　 23日　神奈川県綾瀬市議会議会運営委員会行政視察
　 25日　大阪府泉大津市議会会派行政視察
8月　7日　鹿児島県出水市議会行政視察
　 22日　京都府福知山市議会議会運営委員会行政視察

（平成24年7月～9月）

平成 24 年

【７月】

  6 日　議会報告会 ( 鹿島地区 )

　　　 議会報告会 ( 七浦地区 )

10 日　まちなか活性化特別委員協議会

12 日　議会だより編集委員会

20 日　議会報告会 ( 浜地区 )

　　　 議会報告会 ( 北鹿島地区 )

21 日〜23 日　マッドリンピック訪韓

24 日〜26 日　佐賀県市議会議長会先進都市視察研修

　　　　　　   (〜26 日迄 )

【８月】

  2 日　知事・市町議会議長懇話会・懇談会

  3 日　佐賀県市議会議長会議員研修会・交流会

  4 日　第 49 回鹿島おどり

  6 日〜8 日　文教厚生産業委員会行政視察

17 日　議員連絡会

20 日　杵藤地区広域圏組合議会８月定例会事前勉強会

21 日　議会運営委員会

28 日　杵藤地区広域市町村圏組合議会８月定例会

29 日　全員協議会

　　　 総務建設環境委員協議会

　　　 文教厚生産業委員協議会

30 日　鹿島市こども議会

【９月】

  5 日　議会運営委員会

  7 日　９月定例会　開会

13 日　議案審議

14 日　議案審議

18 日　議会運営委員会

　　　 決算審査特別委員会 ( 水道事業会計 ) 現地視察

18 日　総務建設環境委員協議会

19 日　決算審査特別委員会 ( 水道事業会計 ) 審査

21 日　９月定例会一般質問

24 日　議会運営委員会

　　　 ９月定例会一般質問

25 日　９月定例会一般質問

28 日　全員協議会

　　　 ９月定例会議案審議、委員長報告、採決、閉会

７月
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８月 ９月 合計

公表します
議長交際費編

集
後
記

　開
会
冒
頭
か
ら
揺
れ
た
９
月
議
会

も
新
議
長
選
出
で
閉
会
し
ま
し
た
。

議
員
は
鹿
島
市
議
会
倫
理
綱
領
の
基
、

与
え
ら
れ
た
責
務
を
遂
行
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　今
月
号
か
ら
創
刊
当
初
の
題
字
に

替
え
、
初
心
に
帰
り
、
議
会
内
容
・

議
員
活
動
を
分
か
り
易
く
伝
え
、
信

頼
回
復
に
務
め
ま
す
。
市
民
読
者
の

皆
さ
ん
に
親
し
め
る
内
容
へ
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
ま
す
。

　運
動
会
や
秋
の
イ
ベ
ン
ト
も
満
載

の
実
り
の
季
節
。
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
鹿
島
」

「
も
っ
と
、
も
っ
と
」
大
好
き
に
な
れ

る
鹿
島
市
を
皆
さ
ん
と
共
に
創
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、全
て
原
稿
提
出
者
の
責
任
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
長

副
委
員
長

委

員

顧

問

伊

東

　
　茂

稲

富

雅

和

徳

村

博

紀

松

尾

勝

利
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